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論 文 内 容 の 要 旨 
 
ヒトの腸管内には大腸菌が常在菌として共生する。しかしながら、大腸菌の一部には特有の病原因子を
有してヒトに下痢症を起こすものがあり、これらは下痢原性大腸菌（Diarrheagenic Escherichia coli, DEC）
と総称される。DECは、その病原機構に基づいて少なくとも5群に大別されており、その一つとして腸管
病原性大腸菌（Enteropathogenic E. coli, EPEC）がある。EPECの病原因子としては腸粘膜への付着に関
わる集束線毛の形成とインチミンを介した親密接着が知られているが、近年、集束線毛に関わる遺伝子を




























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請者は、近年、先進国から発展途上国まで世界各地で検出されるようになった非定型腸管病原性大腸
菌（atypical enteropathogenic Escherichia coli, aEPEC）に注目し、その汚染源と病因学的意義を究
明し、食品衛生に資する知見を得ることを目的として研究を行っている。 
 まず、食品などの検体中に数多く存在する非病原性大腸菌と下痢原性大腸菌（Diarrheagenic 

















のある aEPEC の汚染源としてのウシの重要性を指摘するとともに、これら下痢原性のある aEPEC と他の
aEPECとの識別をわずか５遺伝子の有無と型別に基づいて実施できる可能性を示唆しており、食品衛生の
検査実務にも有用な知見となっている。よって、審査委員会は本論文を博士（学術）の学位を授与するに
値するものと認めた。 
 
 
 
 
